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Ｃ
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Something
NEWS
ふるさと

第⑬回

▼
地
域
と
は
？

本
屋
の
立
ち
読
み
で
、
あ

る

本

に
「

地

域

と

は

何

か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
を

得
た
。
地
域
は
、
確
か
に
対

象
が
あ
い
ま
い
な
用
語
で
あ

る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
多
用
さ

れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
あ

る
言
葉
に
定
義
を
し
て
、
そ

の
範
疇
だ
け
に
限
定
し
た

ら
、
広
が
り
が
乏
し
い
。
日

本
は
海
外
か
ら
多
く
の
文
化

や
情
報
を
得
て
発
展
し
て
き

た
。
外
国
語
は
外
来
語
の
日

本
語
と
し
て
解
釈
し
、
す
ぐ

に
同
化
さ
せ
る
こ
と
が
得
意

で
あ
る
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
そ

の
例
で
あ
る
。
特
に
、「
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
、

「
説
明
責
任
」
と
言
わ
れ
、

解
釈
さ
れ
、
不
祥
事
の
と
き

に
、
後
付
け
で
謝
罪
し
、
ス

ト
ロ
ボ
の
光
を
浴
び
る
こ
と

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
極

端
に
言
う
と
、
言
い
訳
の
記

者
会
見
を
す
る
こ
と
の
よ
う

に
、
理
解
さ
れ
て
い
る
向
き

も
あ
る
。
し
か
し
、
原
語
の

「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」

は
、accountability

で
あ

り
、
会
計
部
門
の
用
語
で
あ

り
、「
業
務
を
正
し
く
記
帳

や
会
計
処
理
を
し
て
疑
義
の

な
い
説
明
や
報
告
す
る
こ

と
、
問
題
が
起
き
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
事

後
で
は
な
く
事
前
に
処
す
責

鳥
塚
氏
の
時
代
、
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
サ
イ
モ
ン
ズ
・
カ
ー
ド
」

も
新
規
導
入
し
た
。

「
サ
イ
モ
ン
ズ
・
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
」
は
、
地
方
や
地

域
を
応
援
す
る
理
念
に
基
づ

い
た
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
は
、
店
舗
の
売

上
増
や
顧
客
を
固
定
化
す
る

な
ど
の
た
め
に
日
常
化
し
て

い
る
。
財
布
や
バ
ッ
グ
は
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
膨
れ
て

い
る
。

サ
イ
モ
ン
ズ
・
ポ
イ
ン
ト

任
こ
そ
が
原
意
で
あ
る
。
い

ま
で
は
真
逆
の
意
味
に
解
釈

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

同
様
に
多
用
さ
れ
る
言
葉

が
、「
シ
ス
テ
ム
」
で
あ

る
。
こ
れ
を
日
本
語
に
訳

し
、「
系
統
」
と
す
る
と
対

象
範
囲
が
狭
め
ら
れ
、
シ
ス

テ
ム
の
も
つ
魔
力
が
霧
消
す

る
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は

「
エ
ナ
ジ
ー
」
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
日
本
語
の
解
釈

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
中
国

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
能

源
」
と
い
う
が
、
こ
れ
に
は

妙
味
が
あ
る
。

「
地
域
」
は
、
日
本
語
で

あ
る
が
、
解
釈
自
由
で
十
分

に
魔
界
で
、
魅
力
あ
る
対
象

で
あ
り
、
好
都
合
な
用
語
で

も
あ
る
。

▼
地
域
を
元
気
に
す
る

地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と

に
は
、
だ
れ
も
異
論
を
持
た

な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
ど
う

や
っ
て
？

と
問
わ
れ
る

と
、
い
ろ
い
ろ
の
や
り
方
が

あ
る
は
ず
だ
が
、
な
か
な
か

答
え
を
見
出
せ
な
い
。「
地

域
活
性
化
」
や
「
地
域
創
生

（
創
成
）」
の
取
り
組
み
。
霞

が
関
か
ら
見
れ
ば
、「
地
方

創
生
」
と
な
る
。

こ
の
言
い
慣
わ
さ
れ
た
言

葉
に
、
変
化
を
与
え
る
た
め

に
筆
者
は
、「
ふ
る
さ
と
快

活
」
と
い
う
言
葉
を
つ
く
り

ュ
ニ
テ
ィ
創

生
支
援
モ
デ

ル

事

業

の

「
房
総
横
断

鉄
道
沿
線
の

エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
環
境

整
備
」
で
、

本
紙
で
も
紹

介
し
た
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
応

援
酒
『
鐵
の

道
』
の
元
祖

を
リ
リ
ー
ス

し
た
（
第
83

号
、
２
０
１

７
年
７
月
24

日
発
行
11
面

を
参
照
）。

も
う
一
つ
、

シ
ス
テ
ム
は
、
持
続
可
能
な

活
性
化
さ
れ
た
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
、
Ｈ
Ｐ

に
あ
る
。
ま
た
、
カ
ー
ド
会

員
、
加
盟
店
、
企
業
・
団

体
、
地
域
社
会
が
支
え
あ

い
、
持
続
可
能
な
共
生
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
る
シ

ス
テ
ム
と
も
あ
る
。
ほ
か
の

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
の
違
い

の
一
つ
に
、
ポ
イ
ン
ト
の
失

効
ポ
イ
ン
ト
を
集
約
合
算

し
、
あ
る
地
域
に
寄
付
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
北
海
道
の
鷹
栖

町
応
援
団
の
会
員
証
「
た
か

す
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
カ
ー
ド
」

は
、
サ
イ
モ
ン
ズ
・
カ
ー
ド

を
採
用
し
て
お
り
、
町
内
ば

か
り
で
な
く
全
国
の
サ
イ
モ

ン
ズ
・
カ
ー
ド
の
加
盟
店
で

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
全
国
の
会
員
の
失

効
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
合
算
さ

れ
、
鷹
栖
町
に
も
寄
付
さ
れ

る
。鷹

栖
町
で
は
、
そ
れ
を
予

算
と
し
て
絵
本
・
大
型
絵

本
・
紙
芝
居
な
ど
を
選
定

し
、
平
成
23
年
か
ら
こ
れ
ま

で
１
５
８
４
冊
を
購
入
し
た

と
い
う
。
絵
本
は
、
町
内
の

保
育
園
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
絵
本
を
手
に
し
た
当
時

５
歳
の
幼
児
も
今
で
は
中
学

生
に
な
っ
て
い
る
。
子
育
て

や
教
育
は
、
成
長
や
広
が
り

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

▼
「
快
活
」
の
広
が
り

こ
の
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

は
、
鷹
栖
町
の
住
民
だ
け
で

は
な
く
、
広
域
に
、
全
国
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
い
う

返
礼
品
で
加
熱
し
た
制
度
が

あ
る
が
、
サ
イ
モ
ン
ズ
の
カ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
で
は
、
全
国

の
自
治
体
と
の
連
携
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

鷹
栖
町
応
援
団
の
例
の
よ

う
に
、
鷹
栖
町
が
故
郷
の

人
、
あ
る
い
は
鷹
栖
町
に
縁

が
で
き
「
心
の
ふ
る
さ
と
」

と
思
う
人
も
、
リ
モ
ー
ト
で

一
つ
に
な
れ
る
。
こ
う
し
た

動
き
は
、
海
外
、
世
界
に
拡

大
で
き
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
さ
ら
に
携

帯
電
話
な
ど
を
ツ
ー
ル
と
し

て
新
規
に
登
場
す
る
電
子
決

済
シ
ス
テ
ム
は
、
収
益
の
独

占
や
差
別
化
ば
か
り
で
な

く
、
公
共
や
共
生
の
制
度
に

も
適
用
で
き
る
。
世
界
の

人
々
が
「
快
活
」
＝
「
快
適

生
活
」
に
暮
ら
す
こ
と
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
貢

献
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

「いすみ鉄道前社長 鳥塚亮の地域を元気にするブログ」
から引用

いすみ鉄道および小湊鐡道の上総中野駅リ
リ
ー
フ
と
し
て
当
て
て
い

る
。「
快
活
」
＝
「
快
適
生

活
」
で
あ
る
。

冒
頭
の
本
は
、
交
通
や
技

術
や
経
済
や
政
治
な
ど
に
基

づ
く
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
」
へ
の
関
わ
り
が
変
わ
っ

た
か
ら
過
疎
化
す
る
と
説

く
。「
快
適
」
に
重
心
を
置

く
と
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
つ
の
「
生
活
」

は
、
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
に
よ
れ
ば
、

広
辞
苑
を
引
用
し
「
生
存
し

て
活
動
す
る
こ
と
、
生
き
な

が
ら
え
る
こ
と
」
で
あ
る
と

い
う
。
な
ん
と
、
成
長
観
の

な
い
説
明
で
あ
ろ
う
か
。
筆

者
流
で
は
、「
活
き
活
き
生

き
る
」
が
生
活
で
あ
る
。

が
、「
生
活
」
も
、
年
代
に

よ
り
活
き
活
き
さ
、
つ
ま
り

は
年
代
で
「
生
活
の
旬
」
が

変
わ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

人
（
人
々
）
の
存
在
が
、

村
や
町
、
そ
し
て
都
市
を
つ

く
る
。
そ
こ
に
は
、
暮
ら
し

が
あ
り
、
生
活
が
あ
る
。
ど

の
「
地
域
」
も
健
康
で
元
気

で
あ
る
こ
と
が
、「
快
活
」

と
な
る
。

「
ふ
る
さ
と
」
も
、
年
代

と
と
も
に
変
わ
る
。
地
域
を

元
気
す
る
「
ふ
る
さ
と
能
活

の
シ
ス
テ
ム
」
を
紹
介
し
よ

う
。

▼
「
サ
イ
モ
ン
ズ
・
カ
ー
ド
」

千
葉
県
の
房
総
半
島
に
、

第
３
セ
ク
タ
ー
の
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
の
い
す
み
鉄
道
が
あ

る
。
民
間
か
ら
登
用
さ
れ
た

前
社
長
の
鳥
塚
亮
氏
は
、
独

特
の
取
り
組
み
（
事
業
）

で
、「
い
す
み
鉄
道
」
の
名

前
を
世
間
に
広
め
た
。
過
疎

化
の
進
む
房
総
の
田
舎
・
山

里
に
、
鉄
道
利
用
者
だ
け
で

な
く
観
光
客
が
足
を
運
ぶ
き

っ
か
け
を
つ
く
っ
た
立
役
者

で
あ
る
。

鳥
塚
氏
が
社
長
の
時
代
、

筆
者
は
国
土
交
通
省
の
コ
ミ

◆メンテナンス・レジリエンスTOKYO（第
43回 プラントメンテナンスショー／第
1回 再資源化・産業廃棄物処理展ほか）
▷会期：2019年7月24日（水）～ 26日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場登録料（予定）：3,000円

（招待状持参者、事前登録者、官庁・地
方公共団体、学生は登録無料）▷主催：
一般社団法人日本能率協会/問合せ先：
来場者ヘルプデスク03-6809-2707（ケ
イ・スリー・クリエーション）

◆下水道展'19横浜
会期：8月6日（火）～ 9日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（初
日開館10：30 ／最終日閉館16：
00）▷会場：パシフィコ横浜 展
示ホールA ～ D ／アネックスホ
ール（神奈川県横浜市西区みなと
みらい1-1-1）▷主催：公益社団
法人日本下水道協会/問合せ先：
下水道展事務局03-6808-9380

◆エネルギーイノベーションジャパン
／ Smart Energy Japan WEST 2019
会期：8月27日（火）～ 28日（水）▷開催
時間：10：00 ～ 17：00▷会場：マイ

ドームおおさか（大阪市中央区本町橋
2番5号）▷参加費：3,000円（税込、招
待状持参者、Webでの事前来場登録者
は無料）▷主催：一般財団法人省エネ
ルギーセンター／ JTBコミュニケーシ
ョンデザイン/問合せ先：JTBコミュ
ニケーションデザイン03-5657-0762

●産総研講演会「スマートメーター・
HEMSデータを用いたライフスタイ
ルの解明とビジネス展開の可能性」
会期：7月23日（火）▷ 開催時間：13：15
～ 17：15（受付開始12：45）▷会場：TKP
品川港南口会議室（東京都港区港南2-4-3
三和港南ビル 4階）▷参加費：無料（要参
加登録）▷主催：国立研究開発法人産業
技術総合研究所 安全科学研究部門/問合
せ先：産総研安全科学研究部門 講演会
事務局＝aiged-staff@aist.go.jp

●福島県再生可能エネルギー関連産
業推進研究会バイオマス分科会長
令和元年度第1回バイオマス分科会
会期：7月23日（火）▷開催時間：13：
30 ～ 16：00（昼 食 交 流 会12：30 ～
13：30）▷会場：スパホテルあぶくま
（福島県西白河郡西郷村大字真船川谷
1）▷参加資格者：研究会会員（非会員
で参加を希望する場合は同時に研究
会への入会が必要）▷参加費：無料（昼

食交流会参加者は1,500円・弁当代含
む）▷主催：（公財）福島県産業振興セ
ンター エネルギー・エージェンシー
ふくしま/問合せ先：024-963-0121

●FREA一般公開
会期：7月27日（土）▷ 開催時間：
9：30 ～ 16：00（受 付 は15：30ま
で）▷会場：国立研究開発法人産業
技術総合研究所 福島再生可能エネ
ルギー研究所（FREA）福島県郡山市
待池台2-2-9▷入場料：無料（ツア
ーやFREA講座など一部申込制）＊無
料駐車場有り▷主催：国立研究開
発法人産業技術総合研究所 福島再
生可能エネルギー研究所（FREA）/問
合せ先：FREA産学官連携推進室 一
般公開事務局024-963-0813

●セミナー「太陽光発電事業評価ガ
イドとは何か」～認定取消で顕在
化した事業リスク評価の必要性～
会期：7月30日（火）▷開催時間：
14：00 ～ 17：00（受付開始13：30）
▷会場：大阪合同庁舎一号館 第一
別館 304共用会議室（大阪府大阪市
中央区大手前1-5-44）▷参加費：無
料（事前申込制）▷主催：一般社団
法人太陽光発電協会／一般財団法
人再生可能エネルギー保全技術協
会▷共催：経済産業省 近畿経済産

業局/問合せ先：Sem1@m-ref.or.jp
●夏休みに親子でチャレンジ！「フラワ

ーパークで未来のエネルギーを探そう」
会期：7月31日（水）▷ 開催時間：9：20
～ 11：50（開園9：00）▷会場：はままつ
フラワーパーク 花みどり館2階（静岡県
浜松市西区舘山寺町195番地）▷参加費・
入園料：無料（要事前申込）＊荒天時には
中止になる場合あり▷主催：浜松中開ソ
ーラーパーク/問合せ先：053-487-0511

●太陽光自家消費が需要家になぜ必要な
のか実践セミナー（日本PVプランナー
協会地区会・研修会）
①近畿北陸・中国四国合同地区会in神戸
会 期：8月2日（金 ）▷ 開 催 時 間：
14:00 ～ 17:30▷参加費：協会員無
料／入会検討無料▷主催：一般社団
法人日本PVプランナー協会／問合せ
先：045-594-8015
②東北地区会in仙台
会 期：8月23日（金 ）▷ 開 催 時 間：
14:00 ～ 17:30▷参加費：協会員無
料／入会検討無料▷主催：一般社団
法人日本PVプランナー協会／問合せ
先：045-594-8015
③中部地区会in名古屋
会 期：8月29日（木 ）▷ 開 催 時 間：
14:00 ～ 17:30▷参加費：協会員無
料／入会検討無料／ EMA認定者有料

▷主催：一般社団法人日本PVプラン
ナー協会／問合せ先：045-594-8015

【雑草対策】O&Mプロ研修
①東京
会期：8月2日（金）▷開催時間：13：
00 ～ 16：30▷会場：白崎コーポレー
ション東京支店会議室（東京都中央区
日本橋本町2-6-3小西ビル6階）▷参加
費：会員無料／賛助団体所属17,000
円／非会員22,000円
②大阪
会期：8月27日（火）▷開催時間：13：00
～ 16：30▷会場：新大阪駅近辺の貸会
議室（予定）▷参加費：会員無料／賛助
団体所属17,000円／非会員22,000円
▷主催：一般社団法人新エネルギー
O&M協議会/問合わせ先：info@pvom.jp

●NEDO・ソーラーカー工作教室（さい
わい子どもエコフェア内）
会期：8月7日（水）▷ 開催時間：①
10：00 ～ 11：30 ／ ②13：00 ～ 14：
30▷会場：川崎市幸区 幸市民館（神奈
川県川崎市幸区戸手本町1-11-2）▷入
場料・参加費：無料（専用HPで事前登
録制）▷問合せ先：川崎市 幸区役所ま
ちづくり推進部企画課044-556-6612

新エネルギー関連
イベントカレンダー（7月～ 8月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


